
 

ライトアップスタッフの記念撮影 

説
明
後
昼
食 

立坑櫓下・出発前の説明 

中学校の先生と子供たち

も大感激でした 

受賞会場にて左より 山田・中牟田・

木元・古庄事務局長 
産業考古学会の風景 

推
薦
産
業
遺
産
認
定
証 
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「志
免
立
坑
櫓
」 

 
 

産
業
考
古
学
会
が 

推
薦
産
業
遺
産
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

認
定
す
る 

５
月
28
日
に
横
須
賀
市
で
開

催
さ
れ
た
「
産
業
考
古
学
会
」
に

お
い
て
、
学
会
の
「
推
薦
産
業
遺

産
」
に
認
定
さ
れ
、
志
免
町
、
中

牟
田
教
育
長
が
認
定
書
を
授
与

し
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
は
「
志
免
立
坑
櫓
」
と

岩
手
県
八
幡
平
市
の
「
旧
松
尾
鉱

山
の
硫
黄
産
業
資
料
群
」
福
岡
県

飯
塚
市
の
「
旧
伊
藤
伝
右
衛
門

邸
」
の
３
ヵ
所
が
認
定
。 
 

立
坑
櫓
の
認
定
理
由
は
「
戦
前
期

ド
イ
ツ
・
ハ
ン
マ
ー
コ
プ
フ
型
ワ

イ
ン
デ
ィ
ン
グ
タ
ワ
ー
式
志
免

鉱
業
所
立
坑
櫓
は
世
界
最
古
最

大
の
産
業
遺
産
で
あ
る
」 

産
業
考
古
学
会
推
薦
産
業
遺

産
と
は
（
抜
粋
）
…
と
か
く
無
視

さ
れ
が
ち
な
産
業
遺
産
に
正
し

い
評
価
を
与
え
て
世
間
に
注
目

さ
せ
、
ま
た
所
有
者
を
は
じ
め
関

係
者
に
、
そ
の
重
要
性
を
あ
ら
た

め
て
認
識
頂
く
事
を
目
的
と
し

て
い
る
と
の
こ
と
。 

全
国
の
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
「
推
薦
候
補
」
の
産
業
遺
産
を

学
会
が
審
査
し
毎
年
総
会
で
発

表
。
1985
年
を
第
１
次
と
し
て
2005

年
度
ま
で
に
認
定
さ
れ
た
「
推
薦

産
業
遺
産
」
は
全
国
で
71
件
。 

永
年
に
わ
た
り
「
志
免
立
坑

櫓
」
を
愛
し
そ
し
て
保
存
の
た
め

に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
多
く
の

皆
様
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 

特
に
、
代
表
推
薦
人
の
北
海
道

産
業
考
古
学
会
会
長
の
山
田
大

隆
先
生
、
地
元
で
大
変
ご
支
援
頂

い
た
九
州
産
業
考
古
学
会
の
木

元
会
長
始
め
九
州
学
会
の
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

（
西
日
本
新
聞
W
受
賞
掲
載
） 

支
援
の
輪
が 

広
が
っ
て
い
ま
す 

「
志
免
立
坑
櫓
」
関
連
の
新
聞

報
道
が
頻
繁
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て

い
る
と
言
う
こ
と
で
す
。 

 

先
日
は
写
真
家
・
北
島
氏
の

志
免
鉱
業
所
写
真
展
が
大
き
く

紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
「
活
か
す
会
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
全
国
か
ら
保
存

へ
の
激
励
の
声
、
リ
ン
ク
の
要

請
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
「
活
か
す
会
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
覗
い
て
く
だ
さ
い
。 

そ
し
て
全
国
の
人
と
「
志
免

立
坑
櫓
」
を
語
り
ま
し
ょ
う
。 

【
今
後
の
予
定
】 

◆
遊
学
ア
イ
ラ
ン
ド
九
州
と
九
州 

伝
承
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
…
７
月
２５
日 

（
九
州
国
立
博
物
館
） 

◆
本
会
総
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

…
７
月
３０
日 

（
志
免
・
シ
ー
メ
イ
ト
） 

 

◆
志
免
鉱
業
所
ま
つ
り
（
仮
） 

…
１０
月
１４
日 

 

（
志
免
・
シ
ー
メ
イ
ト
と 

立
坑
櫓
・
ボ
タ
山
周
辺
） 

 

毎
年
、
志
免
鉱
業
所
の
元
従
業

員
と
ご
家
族
の
方
々
で
開
催
さ
れ

て
い
る
「
志
免
鉱
業
所
殉
職
者
慰

霊
祭
」
の
運
営
を
本
会
が
お
手
伝

い
し
こ
れ
を
中
心
と
し
た
「
志
免

鉱
業
所
ま
つ
り
（
仮
）」
を
地
域
の

祭
典
と
し
て
開
催
し
ま
す
。 

 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

「志免立坑櫓を活かす住民の会」ホームページアドレス … http://www.tateko.com/ 

立 
坑 

 

で
粕
屋
郡
中
南
部
は
も
ち
ろ
ん

遠
く
福
岡
タ
ワ
ー
も
望
め
、
そ
の

ス
ケ
ー
ル
を
体
感
し
た
子
供
た
ち

は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
や
展
望
台
な
ど

大
き
な
夢
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

都
市
圏
の
真
ん
中
の
山
。
利
用

を
し
っ
か
り
考
え
ま
し
ょ
う 

 

志
免
町
臨
時
議
会
で 

立
坑
櫓
安
全
フ
ェ
ン
ス 

工
事
費
、
採
択
さ
れ
る 

 

４
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
志

免
町
臨
時
議
会
に
お
い
て
、立
坑

櫓
安
全
対
策
工
事
関
係
の
補
正

予
算
1080
万
円
が
賛
成
12 

人
、

反
対
5
人
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。 議

会
は
「
見
守
り
保
存
」
を
容

認
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

２日前、ボタ山頂上の草刈作業 

ボ
タ
山
登
山
会 

開
催 

70
名
の
皆
さ
ん
が 

大
感
激 

 
 

４
月
23
日
、雨
で
延
期
を
し

て
い
た
ボ
タ
山
登
山
を
開
催
し

ま
し
た
。
２
日
前
に
理
事
で
登

山
道
と
頂
上
の
整
備
を
し
た
の

に
前
日
は
雨
。
開
催
を
心
配
し

ま
し
た
が
皆
の
願
い
が
晴
れ
を

呼
ん
で
く
れ
ま
し
た
。 

 

周
辺
市
町
全
て
か
ら
参
加
が
あ

り
、
小
学
生
・
中
学
生
そ
し
て
働

い
て
い
た
お
年
寄
り
の
方
、
本
当 

に
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
頂
上
は
360
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ 

 
 


